
望ましい集団活動の活性化と自主的・実践的な態度を育てる特別活動の在り方 

日立市立坂本東小学校 

 

１ はじめに 

  今年度は坂本小学校と東小沢小学校が統合し、新たに坂本東小学校としてスタートをし

た。新しい学校としての新たな取組みとして、坂本東小をよりよくしていくための活動を目

指した。望ましい集団活動を通して、よりよい生活や人間関係を築くために、坂本東パワー

アップ集会を企画した。また、自主的・実践的な態度を育むために児童の声を積極的に取り

入れ、児童主体の活気ある特別活動を行ってきた。 

 

２ 資料 

⑴   坂本東パワーアップ集会（６月 18 日） 

「よりよい坂本東小にしていこう」という趣旨のもと、坂本 

東小学校として、もっとできるようになるとよいこと（学習５ 

点セットの用意・時間を守る・掃除）について坂本東委員によ 

る劇をビデオで披露した。時間を守ることや掃除の大切さ等に 

ついて全校児童と一緒に考えた。 

また、坂本東小宣言として、児童一人一人が自分にできるこ 

と、取り組みたいことなどを意識して実行できるように、頑張 

りたいことを宣言書に書き、全校児童分の宣言書を掲示した。 

 

⑵   創立記念集会（９月 27 日） 

 坂本東小学校創立１年目という節目を迎え、これからど 

のような学校を創り上げていきたいのか、全児童が思いを 

書いたミニカードを集めて校章を作り、いつでも見られる 

ように掲示した。また、新しくなった学校のイメージキャ 

ラクターを作ろうと、全校児童から案を募集し投票を行っ 

て決めることができた。 

 

⑶  いじめゼロ集会（11 月 15 日） 

いじめは絶対に許さないし、起こさせないという気持ち 

をもって坂本東委員会を中心にオンラインで集会を実施した。 

また、学校中にあふれて欲しい「ふわふわ言葉」を各クラス 

で考え、全児童の目に入る昇降口に掲示して、温かい気持ち 

の育成に取り組んだ。 

 

３ 成果と課題 

   坂本東小学校として、これからどのような学校にしていきたいのか、児童の考えや思い

を取り入れながら、新たな集会活動を行うことができた。また、集会の中で、児童一人一

人が考えたり、クラスで話し合ったりする活動を取り入れ、自分事として捉えられるよう

な実践を行い学校への所属感を高めることができた。今後も、坂本東小学校をよくするた

め、児童一人一人が考え自分達の学校を作り上げていこうとする意欲を高めていきたい。 


